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３） Veenhof (1972: 349-50)
４） Veenho (1972: 348-57), Silver (1995: 95-176), Powell (1999), Goddeeris (2002: 382−85)
５） Renger (1990, 1994, 1995a)
６） 例えば Algaze (2008) を参照。

































これについては Van De Mieroop (2004) を参照されたい。


























































１３） Richardson (2007: 16)
表１ 集落規模の分布（パーセント表示）







































































１４） 年代は中年代法 (middle chronology) によっている。考古学見地からは低年代法（バビロン
陥落を１５３１BC と推定）か超低年代法（1499BC と推定）のほうが古バビロニア時代とカッ
シート・ヒッタイト時代との接続に無理がないとされている。バビロン陥落の年代推定につ
いては Armstrong et al (1998), Hunger and Pruzsinszky (2004) を参照されたい。





















資料） Vinther et al (2009), Powell (1990)
１８） 紀元前７世紀から紀元前１世紀間の気候変動と物価（大麦・なつめやし）のより詳細な関































































































































２２） 前田 (1995: 125-26)
























































市）の富を強制的に貢納させる」(Sharlach 2004: 21) 機能を有していたとされる。
中核地域から納められる各物資は，プズリシュ・ダガン（現ドレヘム）にある
再分配センターに送られた。周辺地域ないし軍事基地居住者（兵士）からはグ
ンマダ (gun ma-da) 税が課され，兵士のランクに応じ，家畜（牛，羊）が納めら
れ，同じくプズリシュ・ダガンか他の再分配センターに送られた。兵士ランク
に応じた賦課であることから，駐留兵士にはおそらくランクに応じた土地給付，































２５） 前田 (1990: 85)
２６） Sharlach (2004: 30, 160)






























２８） Sharlach (2004: 70-76)
２９） Sharlach (2004: 54-55)
３０） Sharlach (2004: 121-123)





























































３４） Kraus (1976), Waetzoldt (1978), Van Driel (2000)
３５） Maekawa (1987)
３６） 前田 (1995: 129)
３７） しかしながら，ガーフィンクルによれば，ウル第三王朝国家は家産制国家としては不十分
で，「資源を管理，監督するためにウル国王は権力と権威の地方ネットワークに広範囲に頼
っていた」(Garfinkle 2008b: 60) とされる。
































３９） Steinkeller (2004: 95-96)
































４１） Steinkeller (2004: 99-102)




































































































４５） Maekawa (1988: 71)
４６） Steinkeller (2002: 129, n. 8)
４７） Steinkeller (2002: 119)
４８） 前川 (2005: 172)
































５２） Adams (2010: §4.1)
５３） Adams (2010: §4.5)
５４） Adams (2010: §5.4)































５６） Adams (2006: 162-63)
５７） Adams (2006: 165-66)































５９） Garfinkle (2012: 36-37, 138)








































































































































































６４） Van Koppen (2007: 212)
６５） Van Koppen (2004: 20-23)
































６７） Robson (2008: 86-124)































６９） Garfinkle (2012: 147-48)
７０） Goodeeris (2002: 373-78)













































 (tamkarum) とその代理人 (ŝamallum) などから成る家族企業により実施され，そ
の資金はほかの市民（商人）や神殿などの投資家 (ummeanum) によって投資さ
７４） Klengel（1983：訳 102-103）
７５） Veenhof and Eidem (2008: 41, 46)
７６） Lassen (2010: 170-74)




























７８） Dercksen (1999: 93-94)
７９） Larsen (1977: 132-36)
８０） Larsen (1977: 129-32, 139-40)
８１） Veenhof (1997: 345) ラルセンは naruqqum を商社 (commercial company) に近いものと述べ
ている。Larsen (1977: 144)
































８４） Veenhof (1997: 341)
８５） Larsen (1996: 256ff)
































８８） Veenhof (1991: 441, n. 13), Veenhof (1997: 350)






























９０） Veenhof (1997: 358)
９１） Veenhof (1997: 360-61)
９２） Veenhof and Eidem (2008: 143-46)
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９３） Veenhof (1997: 340-41), Harris (1975: 261-65)


































９５） Goddeeris (2002: 369)
９６） Goddeeris (2002: 388-89)
９７） Goddeeris (2002: 136), Harris (1975: 264-65)






























９９） Goddeeris (2002: 396)
１００） Goddeeris (2002: 397)
１０１） Veenhof (1997: 344)
































１０３） Larsen (1977: 144-45)






























































１０６） Stol (1982), Klengel（1978：訳 151）
１０７） Stol (1982:), Rede (2005: 140-41), Postgate (19992: 198-99), Van De Mieroop (2002: 168)
１０８） Klengel（1978：訳 152-53）
































１１０） Kraus (1982: 35-40), Stol (2004: 896), Michel (1996: 416-17)






























１１２） Farber (1978: Graphs 12, 13, 14)
１１３） Van Koppen (2004: 17)，さらに Farber (1978: 12-14)
１１４） Stone (1977: 270), Gasche (1989: 139-40)






























１１６） Podany (2002: 56)
１１７） Van Koppen (2004: 22-23)






























１１９） Kolínski (2010: 92), Lassen (2010: 170-74)
１２０） Veenhof (1972: 102)
１２１） Klengel（1978：訳 147-49）
































１２４） Powell (1977), Kolínski (2010: 92), Stol (2004: 896)





















１２７） Stol (2004: 875)







































１２９） Kupper (1982), Powell (1996, 1999), Renger (1995)

































































































































１３６） Lanz (1976: 111-116), Jursa (2010b: 57)
１３７） Jursa (2010b: 59-62)
１３８） Jursa (2007: 158-61)
１３９） 交易経路ならびに商品については Graslin-Thome (2009: 183-284) を参照されたい。







































義務を負っていた。ウルクのケースについては Dandamaev (1991: 267-68) や Joannès (2000)









獲得する手段として使われていた。ムラシュ家については Van Driel (1989: 213) ならびに































１４２） Jursa (2005: 63, 2010a: 796-97).
１４３） Jursa (2010a: 781-83)































１４５） 土地割当については Jursa (2010a: 321-22) を参照。
１４６） Jursa (2014a: 38-39)



























１４８） Renger (2005a, 2007), Liverani (2014)
１４９） ガーフィンクルによればウル第三王朝をウェーバーが定義した家産制国家と位置付けるの
は，王朝がなお地方権力と権威に依存している点で不正確であるとされる。Garfinkle (2008b)，
古代メソポタミア経済への２部門モデルの適用については Jursa (2014a) を参照。さらにウ

































































１５１） メソポタミアの貨幣の変遷については Powell (1996) を参照。さらに「広義の貨幣」の視

























































































１５７） Van De Mieroop (2004). さらに公的経営体に属さない個人レベルでの交換については，J.












































































１６４） Widell (2005) は，王宮・神殿部門からの給付（大麦）を受ける人々による大麦供給とそ
れを必要とする独立主体の需要が不変であるため，地方市場での交換価値はある範囲内に収
































１６６） Polanyi (1957, 1963)
１６７） Powell (1999)
１６８） Veenhof (1972: 348-51)
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